
平
成
二
十
八
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一
月
十
九
日
受
領
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第

三

一

号

内
閣
衆
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一
九
〇
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三
一
号

平
成
二
十
八
年
一
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
安
全
保
障
法
制
の
国
民
へ
の
説
明
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
安
全
保
障
法
制
の
国
民
へ
の
説
明
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

お
尋
ね
の
説
明
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
二

十
七
年
九
月
二
十
五
日
に
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
お
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
そ
の
内
容
が
広
く
国
民
の
皆
様
に
向
け
て
伝

え
ら
れ
た
記
者
会
見
に
お
い
て
、
ま
た
、
中
谷
国
務
大
臣
は
、
同
年
十
月
九
日
に
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、

一
般
の
方
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
九
回
安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
安
保
法
制
審
議
の
検
証
と
今
後
の
課
題
」
に
お
い

て
、
平
和
安
全
法
制
（
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
六
号
）
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等

に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
な
ど
、
関
係
閣
僚
が
、
記
者
会
見
、
テ
レ
ビ
出
演
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
等
の
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
説
明
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
首
相
官
邸
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
広
く
国
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
平
和
安
全
法
制
の
必
要
性
、
趣

旨
、
目
的
及
び
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
。


